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1. 平成30年3月期の業績（平成29年4月1日～平成30年3月31日）

(1) 経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期 12,607 2.7 593 3.2 608 2.7 379 0.2

29年3月期 12,272 14.2 575 36.1 592 34.9 378 39.2

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利益

率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

30年3月期 138.35 ― 8.0 8.2 4.7

29年3月期 138.02 ― 8.5 8.6 4.7

（参考） 持分法投資損益 30年3月期 ―百万円 29年3月期 ―百万円

(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

30年3月期 7,758 4,900 63.2 1,788.37

29年3月期 7,117 4,599 64.6 1,678.49

（参考） 自己資本 30年3月期 4,900百万円 29年3月期 4,599百万円

(3) キャッシュ・フローの状況
営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

30年3月期 560 △76 △72 1,370

29年3月期 672 △251 △111 958

2. 配当の状況

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
純資産配当

率第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

29年3月期 ― 0.00 ― 40.00 40.00 109 29.0 2.5

30年3月期 ― 0.00 ― 41.00 41.00 112 29.6 2.4

31年3月期(予想) ― 0.00 ― 41.00 41.00 28.8

3. 平成31年 3月期の業績予想（平成30年 4月 1日～平成31年 3月31日）
（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 12,700 0.7 600 1.0 610 0.3 390 2.9 142.32



※ 注記事項

(1) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 　：　無

② ①以外の会計方針の変更 　：　無

③ 会計上の見積りの変更 　：　無

④ 修正再表示 　：　無

(2) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期 2,851,750 株 29年3月期 2,851,750 株

② 期末自己株式数 30年3月期 111,502 株 29年3月期 111,482 株

③ 期中平均株式数 30年3月期 2,740,266 株 29年3月期 2,740,373 株

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達成
を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予
想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料P.5「1.経営成績等の概況（4）今後の見通し」をご覧ください。

（決算補足説明資料の入手方法）

　当社は、平成30年6月1日（金）にアナリスト向け説明会を開催する予定です。この説明会で使用する決算補足説明資料については、開催後速やかに当社ウェブサ
イトに掲載する予定です。
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１.経営成績等の概況 

 

（１）当期の経営成績の概況 

 

平成 27 年 4 月スタートの「中期経営計画Ⅲ」の最終年度となる当事業年度は、目標とし

て掲げた収益性の向上、及び新基幹システムへの移行をはじめとする経営基盤の強化に取

り組んで参りました。 

この結果、売上高は 12,607 百万円（前期比 2.7％増）、営業利益は 593 百万円（前期比

3.2％増）、経常利益は 608 百万円（前期比 2.7％増）、当期純利益は 379 百万円（前期比 0.2％

増）と創業以来の過去最高額を記録し、7 期連続の増収増益を達成することができました。 

 

各部門別売上高の状況は次のとおりであります。 

〔セレモニー部門〕 

民間企業や大学の周年記念式典などの大型案件の増加と、建設式典の案件単価が向上し

たことで、売上高は 3,697 百万円と前期比 5.1%の増収となりました。 

 

〔スポーツ部門〕  

愛媛つなぐえひめ国体や、その他の競技大会案件の金額が増加しましたが、大型競技大

会の金額が減少したため、売上高は 3,096 百万円と前期比 0.4%の減収となりました。 

 

〔プロモーション部門〕 

 広告宣伝・販売促進案件の金額が減少したものの、2020 文化プログラムに取り組んだ案

件など、オリンピック・パラリンピック関連の広報・ＰＲに関する大型案件が牽引したこ

とで、売上高は 2,171 百万円と前期比 8.5%の増収となりました。 

 

〔フェスティバル部門〕 

定例開催案件の金額は堅調でしたが、周年記念事業や不定期開催の案件の金額が減少し

たため、売上高は 2,071 百万円と前期比 9.9%の減収となりました。 

 

〔コンベンション部門〕 

民間企業や大学関係の定期開催案件の規模が拡大し、また、新規の展示会等の大型案件

の金額が増加したことで、売上高は 1,029 百万円と前期比 12.9%の増収となりました。 

 

〔その他事業部門〕 

九都県市合同防災訓練の受注と、衆議院議員選挙や各地域の市長選挙などの選挙関連案

件の金額が増加したことで、売上高は 540 百万円と前期比 24.9%の増収となりました。 
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（２）当期の財政状態の概況 

 

資産、負債及び純資産の状況 

（資産） 

当事業年度末の資産につきましては、前事業年度末に比べ 640 百万円増加し、7,758

百万円となりました。これは主に、現金及び預金が 411 百万円増加し、破産更生債権等

が 32 百万円減少したことによるものであります。 

なお、開発中であった弊社基幹システムが平成 30 年２月に稼働を開始したため、無形

固定資産のソフトウエア仮勘定 242 百万円を無形固定資産のソフトウエアに科目を振替

えております。 

 

（負債） 

負債につきましては、前事業年度末に比べ 339 百万円増加し、2,857 百万円となりまし

た。これは主に、買掛金が 460 百万円、短期借入金が 100 百万円それぞれ増加したもの

の、未払金が 46 百万円、未払法人税等が 123 百万円それぞれ減少したことによるもので

あります。 

 

（純資産） 

  純資産につきましては、前事業年度末に比べて 301 百万円増加し、4,900 百万円となり

ました。これは主に配当金の支払い 109 百万円に加え、保有投資有価証券の時価が下落

したことに伴う投資有価証券評価損 49 百万円を計上したものの、当期純利益が 379 百万

円となったことによるものであります。 
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（３）当期のキャッシュ・フローの概況 

 

当事業年度における現金及び現金同等物(以下｢資金｣という)は、前事業年度末残高よ

り 411 百万円増加し､1,370 百万円となりました。 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当事業年度において営業活動の結果得られた資金は 560 百万円（前年同期は資金 672

百万円の獲得）となりました。 

これは主に税引前当期純利益が 557 百万円あったことに加え、減価償却費が 66 百万円

発生し、仕入債務が 460 百万円増加した一方、売上債権が 205 百万円増加し、法人税等

の支払いが 283 百万円あったこと等によるものであります。 

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当事業年度において投資活動の結果支出した資金は 76 百万円（前年同期は資金 251 百

万円の支出）となりました。 

これは主に利息及び配当金の受取額が 11 百万円あった一方、有形固定資産の取得によ

る支出が 33 百万円、無形固定資産の取得による支出が 53 百万円、敷金及び保証金の差

入による支出が 19 百万円あったこと等によるものであります。 

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当事業年度において財務活動の結果支出した資金は 72 百万円（前年同期は資金 111 百

万円の支出）となりました。 

これは主に短期借入による収入が 100 百万円あった一方、長期借入金の返済による支

出が 47 百万円、配当金の支払額が 109 百万円あったこと等によるものであります。 
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（参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移 

 第 37 期 
平成 26 年
３月期 

第 38 期 
平成 27 年
３月期 

第 39 期 
平成 28 年
３月期 

第 40 期 
平成 29 年 
３月期 

第 41 期 
平成 30 年
３月期 

自己資本比率(％) 61.8 63.3 64.4 64.6   63.2 

時価ベースの自己資本比率(％) 26.1 37.1 25.3 72.8   60.9 

ｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰ対有利子負債比率(年) 5.1 3.2 10.0 1.2   1.5 

ｲﾝﾀﾚｽﾄ･ｶﾊﾞﾚｯｼﾞ･ﾚｼｵ(倍) 14.2 25.0 14.2 186.7   143.3 

 

(注)自己資本比率：自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い 

１.株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式総数(自己株式控除後)により算出して

おります。 

２.キャッシュ・フローは営業キャッシュ・フローを使用しております。 

有利子負債は、貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を

対象としております。また、利払いについては、キャッシュ・フロー計算書の利息の支払

額を使用しております。 

 

 

（４）今後の見通し 

 

中長期的かつ持続的成長を実現するために新たに「中期経営計画Ⅳ」を策定し、継続企

業としての基盤を整備しつつ、収益性の向上に努めてまいります。 

平成 31 年 3 月の業績につきましては、売上高 12,700 百万円（前年比 0.7％増）、営業利

益 600 百万円（同 1.0％増）、経常利益 610 百万円（同 0.3％増）、当期純利益 390 百万円（同

2.9％増）を見込んでおります。 

 

 

（５）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

 

当社は、株主の皆様に対する利益還元を重要な経営課題と考えており、経営基盤の強化

及び将来の事業展開に役立てるための内部留保に留意しながら、安定した配当を継続して

行うことを基本方針としております。 

 この基本方針に基づき、当期の配当金は、業績及び財務状況等を総合的に検討した結果、

１株当たり普通配当 41 円に修正（増配）を予定しております。 

 また、次期の配当金につきましても、業績予想等を勘案し年間配当金 41 円を予定してお

ります。 
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２.会計基準の選択に関する基本的な考え方 

 

 当社は、連結財務諸表を作成していないため、国際会計基準に基づく財務諸表を作成す

るための体制整備の負担等を考慮し、日本基準に基づき財務諸表を作成しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㈱セレスポ（9625） 
平成30年3月期　決算短信

6



㈱セレスポ（9625） 
平成30年3月期　決算短信

7



㈱セレスポ（9625） 
平成30年3月期　決算短信

8



㈱セレスポ（9625） 
平成30年3月期　決算短信

9



㈱セレスポ（9625） 
平成30年3月期　決算短信

10



㈱セレスポ（9625） 
平成30年3月期　決算短信

11



㈱セレスポ（9625） 
平成30年3月期　決算短信

12



㈱セレスポ（9625） 
平成30年3月期　決算短信

13



㈱セレスポ（9625） 
平成30年3月期　決算短信

14



（５）財務諸表に関する注記事項 

 

（継続企業の前提に関する注記） 

  該当事項はありません。 

 

（持分法損益等） 

  当社は関連会社を有していないため、該当事項はありません。 

 

（セグメント情報） 

  当社はイベント総合請負業並びにこれらの関連業務の単一事業セグメントであるため

記載を省略しております。 

 

（１株当たり情報） 

 前 事 業 年 度 
（自 平成 28 年４月 １日 
至 平成 29年３月 31日）

当 事 業 年 度 
（自 平成 29 年４月 １日 
至 平成 30 年３月 31 日）

１株当たり純資産額 1,678.49 円 1,788.37 円

１株当たり当期純利益金額 138.02 円 138.35 円

 

（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式がないため記

載しておりません。 

    ２．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 
 

 前 事 業 年 度 
（自 平成 28 年４月 １日 
至 平成 29年３月 31日）

当 事 業 年 度 
（自 平成 29 年４月 １日 
至 平成 30 年３月 31 日）

当期純利益金額 378,220 千円 379,129 千円

普通株主に帰属しない金額 ― ―

普通株式に係る 
当期純利益金額 

378,220 千円 379,129 千円

期中平均株式数 2,740,373 株 2,740,266 株

 

（重要な後発事象） 

  該当事項はありません。 

 

（開示の省略） 

重要な会計方針、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書、キャッシュ・フ

ロー計算書、リース取引、金融商品、有価証券、退職給付、税効果会計、資産除去債務

に関する注記事項については、決算短信における開示の必要性が大きくないと思われる

ため開示を省略しております。 
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４.その他 

 

販売の状況 

 

当社の事業は、イベント総合請負業並びにこれらの関連業務の単一事業であります。従

いまして、開示対象となるセグメントはありませんが、部門別の販売状況は次のとおりで

す。 

 

事業部門の名称 

前 事 業 年 度 
(自 平成 28 年４月 １日
至 平成29年３月31日)

当 事 業 年 度 
(自 平成 29 年４月 １日
至 平成30年３月31日)

 

比較増減 

 

金額(千円) 金額(千円) 金額(千円) 
前年同期比

(％) 

セ レ モ ニ ー 3,519,013 3,697,452 178,439 5.1

ス ポ ー ツ 3,108,286 3,096,602 △11,684 △0.4

プロモーション 2,001,589 2,171,429 169,839 8.5

フェスティバル 2,299,384 2,071,754 △227,630 △9.9

コンベンション 911,333 1,029,040 117,707 12.9

そ の 他 事 業 432,932 540,764 107,831 24.9

合 計 12,272,539 12,607,042 334,503 2.7

 (注) 1.上記金額には、消費税等は含まれておりません。 

 2.記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。 
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